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安
然

に
よ
る
空
海
撰

『即
身
成
仏
義
』
の
受
容

に
つ
い
て

大

久

保

良

峻

日
本
密
教
史
に
お
い
て
、
安
然
の
業
績
を
い
か
に
評
価
す
る
か
と
い

う
こ
と

は
重
大
な
課
題
で
あ
る
。
特
に
、
安
然
が
空
海
の
批
判
者
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
空
海
の
教
説
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
継
承

し
た
学

匠
で
あ
る
こ
と
は
注
目
を
要
す
る
。
(
1
)

但
し
、
そ
の
点
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
個
々
の
事
例
を
探

っ

て
い
く

以
外
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
空
海
の

『
即
身
成
仏
義
』

を
中
心
と
し
て
安
然
と
空
海

の
関
わ
り
を
検
討
し
、
更
に
は

『
即
身
成

仏
義
』
が
持

つ
幾

つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
話
は

『
即
身
成
仏
義
』

の
真
偽
に
ま

で
及
び
、
そ
れ
が
偽
撰
で
あ
る
こ
と
を

可
能
性
と
し
て
は
認
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
真
撰
で
あ
る
こ
と
を
種

々
の
観
点
か
ら
論
じ
て
来
た
古
来
の
説
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。

従

っ
て
、
真
撰
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
話
を
進
め
て
い
く
が
、
そ

こ
か
ら
発
生
す
る
疑
問
点
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

安
然

の

『
八
家
秘
録
』
(『諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
惣
録
』)
巻
上
に
は

「
真
言
宗
即
身
成
仏
義

・
四
種
曼
茶
羅
義

・
文

字
実

相
義

二
巻
」
(
2
)

の
如

く
、
三
書
を
撰
者
名
を
示
さ
ず
に
纏
め
て
記
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

こ
の

『即
身
成
仏
義
』
・
『
四
種
曼
茶
羅
義
』
・
『文
字
実
相
義
』
(『声
字
実

相
義
』)
と
い
う
三
書
は
、
安
然
の

『教
時
問
答
』
や

『
菩
提
心
義
抄
』

で
は
、
や
は
り
撰
者
名
は
明
記
さ
れ
な
い
も

の
の
、
非
常
に
尊
重
さ
れ

て
い
る
。
尚
、
『
四
種
曼
茶
羅
義
』
や

『
四
種
曼
茶
羅
義

口
決
』
は
近

年
、
偽
撰
説
が
主
流
と
な
り
必
ず
し
も
重
要
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な

い
嫌
い
も
あ
る
が
、
直
ち
に
空
海
が
著
し
た
も
の
で
は
な
く
と
も
、
空

海
の
口
説
に
基
づ
い
た
も
の
と
見
る
研
究
も
あ
る
。
(
3
)

史
実
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
典
籍
は
東
密

の
教
学
を
支
え
る
教
義
書

と
し
て
、
諸
学
匠
に
よ
っ
て
研
鑛
さ
れ
て
来

た
。
特
に
そ
の
根
源
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
承
和
二
年

(八
三
五
)
正
月

廿
二
日
の
太
政
官

符

で

あ
り
、
そ
こ
で
は
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
業

・
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
業

・
声

明
業
と
い
う
三
人
の
年
分
僧
に
そ
れ
ぞ
れ

『
四
種
曼
茶
羅
義
』
・
『
即
身

成
仏
義
』
・
『
声
字
実
相
義
』
の
習
学
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
翌

廿
三
日
の
太
政
官
符
も
存
在
し
、
そ
れ
は
金
剛
頂
業

・
胎
蔵
業

・
声
明
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業
の
年
分
度
者
三
人
を
掲
げ
る
も
の
の
、
右

の
三
書

へ
の
言

及
が

な

い
。
(
4
)

こ
の
二
つ
の
太
政
官
符
の
う
ち
、
特
に
前
者
に
つ
い
て
の
疑
問
が

出
さ
れ

て
い
る
(
5
)

。
確
か
に
、
金

・
胎

・
声
明
に
各

二
書
を
対
応
さ
せ
る

こ
と
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ぽ
宥
快
の

『
即
身
成
仏
義

鈔
』
巻

二
に
は
、
「凡
高
祖
御
製
作
書
、
数
部
錐

有

之
、
正
所
学
挙

処
、
今
書
井
四
種
曼
茶
羅
義
、
声
字
義
三
部
也
。
声
字
義
挙

声
明
業
所

学

四
曼
義

為

金
剛
頂
業
所
学
、
今
書

為

胎
蔵
業
所
学
。刃

之
、

見
三今
書
前
後
、

所
引
経
文
広
亙

両
部
幻
然
者
、

被

定

胎
蔵
業
所

 
 

学
、

其
深
意
難

測
。
…
…
」
(
6
)

と
い
う
よ
う
な
記
述
が
見
出

さ
れ

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
右

の
宥
快
を
含
め
、
東
密
の
諸
学
匠
が
前
者
の
官
符

に
よ
り

上
記
三
書
を
尊
重
し
て
来
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
前
者
の
官
符
が
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
来
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
と
と
も
に
、
三
書
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

さ
て
、
『
即
身
成
仏
義
』

の
偽
撰
説
が
見
ら
れ
る
の
は
島
地
大
等
氏

の

『
日
本
仏
教
教
学
史
』
(
7
)

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

こ

に
は
、
「安
然
は

大
師
の
十
住
心
を
破
す
け
れ
ど
も
、
六
大
思
想
に
就
い
て
は
何
等
の
言

及
が
な

い
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
弘
法
大
師
以
後
、
十
弟
子
及
び
入
唐
四

家

の
間

に
成
つ
た
書
物
で
は
な
か
ら
う
か
。
」
と
示
さ
れ
る
が
如

く
、

安
然

に
よ
る
引
用
を
見
落
と
す
よ
う
な
全
く
初
歩
的

な
誤

り
も
見

謬

れ
、
そ

の
偽
撰
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
(
8
)

し
か
も
、
こ
の
書
は
島
地
氏

自
身
に
よ

っ
て
纏

め
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
た

め
か
、
別

の
箇
所
に

は
、
「
『
即
身
成
仏
義
』
は
…
…
恐
ら
く
藤
原
時
代

の
後
半
期
に
偽
作
さ

安
然
に
よ
る
空
海
撰

『
即
身
成
仏
義
』
の
受
容
に
つ
い
て

(大
久
保
)

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
」
と
あ

り
、
前
記
し
た
文
中
で

想
定
し
て
い
る
作
者
と
、
年
代
的
に
整
合
し
て

い
な
い
。
加
え
る
に
、

同
氏
の

『天

台
教
学

史
』
(第
四
編
第
九
章

「
五
大
院
安
然
の
密
教
」)
で

は
、
「も
と
よ
り

『
教
時
義
』

二
部
の
中
に
あ

り
て
は
往
々
に
し

て
六

大

の
説
あ
る
を
見
る
と
難
も
、
し
か
も
安
然
は
こ
れ
を
も

っ
て
本
体
と

な
せ
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
…
…
し
か
も
安
然
が
往
々
に
し
て
六
大
の

語
を
使
用
せ
し
も
の
は
ま
っ
た
く
こ
れ
東
密
の
影
響
を
受
げ
た
る
に
よ

る
。」
と
、
安
然
が
東
密
の
影
響
下
に
六
大
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
島
地
説
は
最
初
か
ら
問
題

を
孕

ん

で

い
た
。
従

っ

て
、
島
地
説
が
否
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
直
ち
に

『
即
身

成
仏
義
』
の
偽
撰
説
を
払
拭
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
声
字
実
相
義
』
に
は
、

「
此
五
大
具

顕
密

義
幻
顕
五
大

者
、
如

常
釈
幻
密
五
大
者
、

五
字

・
五
仏
及
海
会
諸
尊
是
。

五
大
義

(
9
)

者
、
如

即
身
義
中
釈
。
此
内
外
五
大
、
悉
具
三
声
響
」
。
(
9
)

と
あ
り
、
こ

の
中
に
、
「五
大
義
者
、
如

即
身
義
中
釈
。
」
ご

と

い
う
記
述
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
文
に
つ
い
て
も
、
島
地

氏

は

『
日
本
仏
教
教
学
史
』
で
、

「『
声
字
実
相
義
』
に
は
…
…
更
に

「
五
大
義
者
如

即
身
義
中
釈

」
と

あ
る
に
よ
れ
ば

『
即
身
成
仏
義
』
は
大
師
の
真
撰
の
如
く
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
恐
ら
く
此
の

一
句
は
後
人
の
加
筆
で
あ
ら
う
。」
と
述

べ
て

い

る
が
、
こ
の

「
五
大
義
者
如

即
身
義
中
釈

」
と
い
う
句
も
安
然
の
引

用
す
る

『
文
字
実
相
義
』
の
中
に
見
ら
れ
る
と

い
う
理
由
で
、
や
は
り
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安
然
に
よ
る
空
海
撰

『即
身
成
仏
義
』
の
受
容
に
つ
い
て

(大
久
保
)

島
地
説

は
却
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
根
拠
で
あ
る

『
教
時

問
答
』
巻
四
の
文
は
、
「…
…
顕
五
大
者
、
如
三常
釈
。
密
五
大
者
、
五

字

・
五
仏

・
海
会
諸
尊
是
。
五
大
義
、
(如
三
即
身
義
中
釈
殉)
此

(内
)

外
五
大
、
皆
具
三
声
響
。
」
の
よ
う
に
な

っ
て
い
て
、
括
弧
の
部
分
は
、

古
写
本

に
は
見
ら
れ
ず
、
天
台
宗
叢
書
本
や
日
蔵
本

に
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
た
、
同
じ
文
は

『
教
時
問
答
』
巻
三
に
も
引
用
さ
れ
、
そ
れ

は
単
に
、
「
…
…
顕
五
大
者
、
如

常
釈

也
。
密

五
大

者
、
五
字

・
五

仏
。
此

〔内
〕
外
五
大
、
悉
具
三
声
響
。
」
ご

と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
議
論

は
、
『声
字
実
相
義
』
の
成
立
に
関
わ
り
、
ま
た
、
『
即
身
成
仏

義
』
の
真
偽
判
定
に
も
必
ず
し
も
有
効
で
は
な
い
の
で
、
今
は
こ
れ
以

上
立
ち
入
ら
な
い
。

二

そ
れ

で
は
、
安
然
は
空
海

の

『
即
身
成
仏
義
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は

『
菩
提
心

義
抄
』

巻

一
に
見
ら
れ
る
次

の
記
述
で
あ
る
。

問
。
抑
言

即
身
成
仏

者
、
為
下
即
於

一
生
嶋成
仏
、
為

凡
夫
即
身
成
仏
。

答
。
両
義
倶
得
。
即
於

一
生

成
仏
如

前
。
又
凡
夫
即
身
成
仏
者
、
如

即
身

成
仏
義
云
。

六
大
無
碍
常
瑜
伽
体

四
種
曼
茶
各
不

離

三
密
加
持

速
疾
現
用

重
重
帝
網
名

即
身

法
然
具

足
薩
般
若

心

数
心
王
過

刹
塵

無
数

各
具

五
智
無
際
智

輪
円

円
鏡
力
故
実
覚
智

此
四
句
明
二

成
仏
二
字
御

問
。
頌
意

云
何
。

答
。
若
覚
三
凡
夫
身
中

六
大

即
是

法
界

体
性
、
即
以
三
凡
夫

六
大

直
成

諸
仏
六
大

故
、
名

即
身
成
仏

殉
。…
…

問
。
天
台
有

云
、

一
生
心
錐
三
成
仏
、

本
業
報
身
、
必

可

捨
也
。
有

云
、
父

母
生
身
変
成
三
法
性

幻

一
切

色
心
、
皆
是
法

性
。
更
何
取
捨
。
此

二
義
中
、

今
伺

何
義
。

答
。
今
伺
三後
義
。
(
1
2
)

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
即
身
成
仏
に

一
生
成
仏
と
凡
夫
の
成
仏
の
二

種
あ
り
と
し
、
「
六
大
無
碍
常
瑜
伽
」
に
始

ま

る

『
即
身
成
仏
義
』

の

二
頌
八
句
を
凡
夫
成
仏

の
意

に
解
し
、
凡
夫
の
六
大
が
直
ち
に
諸
仏

の

六
大
に
な
る
こ
と
が
即
身
成
仏

で
あ
る
と
し

た

こ
と

で
あ

る
。
そ
し

て
、
そ
の
後
で
生
身

の
捨

・
不
捨
の
問
題
に
言
及
し
不
捨

の
義
を
探
択

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
生
身

(分
段
身
)
か
ら
法
性
身

に
移

る
時
の
問

題
で
あ
り
、
凡
夫
成
仏

の
話
題
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
安
然
が
凡
夫
の
成
仏
を

『即
身
成
仏
義
』
に
依
拠
し

て
説

い
た
こ
と
は
、
後
の
東
密

の
学
匠
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な

っ
た
。
例
え
ば
、
済
逞
の

『
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
私
抄
』
巻
四

に
は
、
「修

行
余
教

菩
薩
、
捨

分
段
身

以
後
、
更
得

変
易
身
、
後

而
証

仏
果

故
、
不

即
身
成
仏
義
。

修

行

此
教

直
生
菩
薩
、
不

捨

分
段
身

頓
証

仏
身

也
。
是
真
即
身
成
仏
正
意
也
。
即
身
成
仏

義
之
意
、
如

菩
提
心
義
云
。幻
抑
言

即
身
成
仏

者
、
為
下
即
於

一
生

成
仏
、
為

凡
夫
即
身
成
仏
。
答
。
両
義
倶
得
。
即
於

一
生

成
仏
如
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前
文
幻

凡
夫
即
身
成
仏
者
、

如
三
即
身
成
仏
義
云
。

:
…
文
」
と

見
出

さ
れ
る
。
但
し
、
後

の
生
身

(分
段
身
)
の
捨

・
不
捨
の
議
論

に

つ
い

て
は
、
『
菩
提
心
義
抄
』
の
引
用
に
続
け
て
、
「而
今
私
日
、
可
レ
用
三初

義

云
云
、
(
1
4
)

称

真
言
意

故
。

又
涅
槃
経
云
、
捨

無
常
色
受
相
行
識
、

獲

住

色
受
想
行
識

云
云
。
秘
蔵
記
意
、
(
1
5
)

与

初
説

同
也
。
後
説
只

称

天
台
意

也
。
不

称

此
菩
提
心
論
之
密
宗
義

也
。」
と
説
く
の
で

あ
り
安
然
と
は
対
照
的
に
捨
の
義
を
採

っ
て
い
る
。

ま
た
、
性
心
の

『即
身
義
鈔
』
上
之
本
で
は
、
(
1
6
)

冒
頭
に

一

、
以

今

書

為

胎
蔵
所
学

事
」
と
し
て
、
前
述
し
た

『
四
種
曼
茶
羅
義
』
(金

剛
頂
経
業
)
・
『即
身
成
仏
義
』
(大
日
経
業
)
・
『声
字
実
相
義
』
(声
明
業
)

と
い
う

三
書
を
記
す
太
政
官
符
を
掲
げ
、
更
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

問
。
今
書
被

引

証
即
身
成
仏
八
箇
文

中
、
六
箇
文
金
剛
頂
部

経

論
、

二

箇
文
大

日
経
也
。
爾

者
、
金
剛
頂

部
文
多

之
。
何
被

定
三
胎
蔵
業
人
所

学
書

耶
。

答

。
即
身
成
仏
義
者
、
六
大
義

也
。
是
以
、
安
然
菩
提

心
義

一
之
即
身
成
仏

義

言
、
若

覚

凡
夫
身
中
六
大
、
即
是
法
界
体
性
、

即
以
三
凡
夫
六
大

直

成

諸
仏
六
大

故
名

即
身
成
仏
。
文

此
釈
意
、

即
身
成
仏
専
依
六

大

剛

見
。
然
大
師

被

釈
三
六
大
無

碍
文

時
、
多
被

引

証

大
日
経
鴫
知
、
即
身

成
仏
依

胎
蔵

者
也
。

こ
こ
で
の
論
旨
は
、
『
即
身
成
仏
義
』
が
胎
蔵
業
に
属
す
る

こ
と
を

証
明
す
る
と
こ
ろ
に
置
か
れ
、
そ
の
中
で

『即
身
成
仏
義
』
を
活
用
し

た
安
然
の
説
に
論
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

安
然
に
よ
る
空
海
撰

『
即
身
成
仏
義
』
の
受
容
に
つ
い
て

(大
久
保
)

即
身
成
仏
を

『即
身
成
仏
義
』
に
よ
っ
て
論
ず
る
時
、
極
め
て
重
要

な
の
は

「六
大
無
碍
常
瑜
伽
」
以
下
の
二
頌
八
句
の
理
解
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
も
早

い
時
期
に
言
及
し
た
の
が
安
然
で
あ
る
こ

と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

尚
、
こ
の
頌
が
空
海

の

『大
日
経
開
題
』
(
1
7
)

の
う
ち
の
二
種
に
引
か
れ

て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
う

二
つ
見
逃
せ
な
い
文
献
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
空
海
口
説
、
真
済
記

の

『高
雄

口
訣
』
で
あ
り
、
そ
こ

で
は

『
即
身
成
仏
義
』
の
二
頌
八
句
を

「四
種
曼
茶
羅
頌
」
(
1
8
)

と
呼
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
空
海
の
晩
年
の
口
説
が
記
さ
れ
る
こ
の
書
で
、
今
の

二
頌
八
句
に
そ
の
よ
う
な
呼
称
を
与
え
た
と

い
う

こ
と

は
、
『
即
身
成

仏
義
』
の
成
立
年
次
が
そ
う
早
い
も
の
で
は
な

い
可
能
性
を
示
唆
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

『
即
身
成
仏
義
』

に
は
そ
の
他
に
も
色
々
と
問
題
が
あ

る
。
特
に
、

そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
経
論
を
め
ぐ

っ
て
は
、
必
ず
し
も

一
概
に
理
解
し

え
な
い
要
素
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ

る
。
例
え
ば
、
『
即
身
成
仏
義
』

の
二
頌
八
句
以
前
に
引
か
れ
る
二
経

二
論
八
箇

の
証
文

の
中
、
「
大
日

経
云
、
不

捨

於
此
身
、
逮

得
神
境
通

遊

歩
大
空
位
、
而
成
三身

(19
)

(
20
)

秘
密
。
」
(
1
9
)

ご

と
い
う

『
大
日
経
』
(
2
0
)

巻
三
の
記

述

は
、
単
に
神
境
通
を
得
る

こ
と
を
説
い
た
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
性
心
は

『即
身
義
鈔
』
巻
上
之

本
で
、
「於

此
不
捨
於
此
身
文
、
含

浅
深
両
意
。ご

と
述
べ
て
い
る
。
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安
然
に
よ
る
空
海
撰

『即
身
成
仏
義
』
の
受
容
に
つ
い
て

(大
久
保
)

ま
た
、
『
即
身
成
仏
義
』
の
冒
頭
に
引

か
れ

る

『金
剛
頂
経
』
が
、

『金
剛
頂
経

一
字
頂
輪
王
瑜
伽

一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』

の
文

で
あ

る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
儀
軌
が
空
海
の

『
御
請
求
目
録
』

に
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今

は
頼
宝
説

・
呆
宝
記
の

『
即
身
義
東
聞
記
』
巻

一
と
、
宥
快

の

『
即
身

成
仏
義

鈔
』
巻

二
の
説
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

金
剛
頂
経

者
、
今
軌
不
空
所
訳
、
金
剛
頂
二
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念

誦
成

仏
儀
軌

文
也
。
今
此
儀
軌

、
高

祖
請
来
録

中
不

載

之
。
八
家
秘
録
、

仁

・
珍

・
円
覚
請
来
云
云
。

就

之
古
来
有

二
多
義

幻

二
義
云
、
錐

請
来

秘

要

故
、
録
不

載

之
。
如

大
日
経
等

刃

一
義

云
、

八
家
請
来
以
前
、
梵

釈
寺
本
経
軌
有

之
。
此
軌
若
彼
為

随

歟
。
二
義

云
、
高

祖
於
三
金
輪
法

一

者
、
錐
三
請
来
、

今
儀
軌
必
不

請

来
之

歟
。
雖

然
、
憶

持

要
処
、

載

製
作
中

歟
。
例

陀
羅
尼
集
経

雖
三
宗
叡
請
来
、

秘
鍵
中
如

載

之
。

頼
宝
説

・
呆
宝
記
、

『
即
身
義
東

聞
記
』
巻

一

或

義
云
、
…

…
而
御
入
唐
已
前
、
本
朝
請
来
経
軌
等
有

之
。
如

此

経
軌

不

書
写
請
来

事
有

之
。
今

儀
軌
其
随

一
歟
。

一
義

云
、
雖

無

御

請
来
、

於

大
唐

有

御
伝
受

故
、
於

所
要
文
等

者
、
有

御
暗
誦

引
証
給

也
。

一
義

云
、
即
身
成
仏
、
自
宗

肝
心

故
、

其
文
義
等
於

大
唐

御

相
承
時
、

今
八
箇
文
証
井
二
頌
八
句
頌
文
別

相

承

之

故
、
今
全
被

載

此
文
証
頌

文
等

也
。
或

義

云
、
今

即
身
義

、
恵

果
御
製
作

也
。
大
師
請

来

之

歟
。

…

但
此

一
義
大
非
也
。
大
師
御
筆
御
草
本

、
当
山
有

之
。

文
字
等
、

或

消
、
或
直

本
。
是
直
大
師
御
製
作
也
。
傍
此
義

不

足

信
用
。幻

一
義
云
、

此

経
大
師

御
請
来
也
。
非

慈
覚

・
智
証
請
来
儀
軌
。

其

故
、
彼
此
題
目
各
別

也
。
大
師
御
請
来
題
、

一
切
時
処
成
仏
六
字
無

之
、

以

之
為

異
。

此
題

目
儀
軌
、
現
有

之
。
…
…
但
不

載

御
請
来
録

事
、
不

限

此
経

録
外

経
多

之
。
…
…
(
2
3
)

宥
快
、
『即
身
成
仏
義
鈔
』
巻

二

両
書

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
目
録

に
は
な
い
が
実
は
請
来
し

た
と
い
う
説
、
も
と
も
と
日
本
に
あ

っ
た
と

い
う
説
、
そ

の
文
を
覚
え

て
来
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
、
宥
快
の

『
即
身
成
仏
義

鈔
』
の
方
に
は
、
二
経

二
論
八
箇
の
証
文
、
及
び
二
頌
八
句
は
別
し
て

相
承
し
て
来
た
と
い
う
説
や
、
直
ち
に
否
定
す
る
説
で

は
あ

る
が
、

『
即
身
成
仏
義
』
が
恵
果
作
で
あ
る
と
い
う
説
も
列
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
問
題
点
は
現
在
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
古
来
の
学
匠
た
ち
は

『即
身
成
仏
義
』
を
空
海
の
真
撰

と
認
め
る
べ
く
様
々
な
角
度
か
ら
疑
問
点
を
掲
げ
て
議
論
を
展
開
し
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
積
み
重
ね
が
あ

っ
て
、
空
海
の
真
撰
で
あ
る
こ
と

が
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
来
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
撰

述
年
代
も
明
確
で
は
な
く
、
し
か
も
上
述
の
如
く
必
ず
し
も
真
撰
で
あ

る
こ
と
を
容
認
し
え
な
い
要
素
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結

こ
こ
で
小
稿
の
要
点
を
纏
め
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
先
ず
は
安
然
の

位
置
づ
け
で
あ
る
。
結
論
的

に
言
え
ぽ
、
安
然
は
空
海
以
後

に
展
開
す

る
日
本
密
教
の
幹
流
の

二
人
で
あ
り
、
従

っ
て
、
そ
の
研
究
は
空
海

の
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密
教
を
解
明
す
る
上
で
も
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
目
に
は
、
空
海
の

『
即
身
成
仏
義
』
の
真
偽
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
従
来
の
議
論
で
も
安
然
に
よ
る
引
用
が
大

き
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
空
海
の
真
撰
で
あ
る
こ

と
を
保
証
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

但
し
、
本
稿
は
偽
撰
を
積
極
的
に
導
く
も
の
で
は
な
い
。

更
に
、
も
う

二
点
加
え
る

な
ら
ば
、
『
即
身
成
仏
義
』
の
評
価
の
問

題
が
あ

る
。
本
書
が
非
常
に
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
経
論
や
儀
軌
の
文
が
教
義
的
な
問
題
点

を
種
々
有
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
後
の

諸
学
匠

に
よ

っ
て
多
様
に
論
じ
ら
れ
、
即
身
成
仏
論
が
充
実
し
て
い
く

こ
と
は
見
落
と
せ
な
い
。
要
す

る

に
、
『
即
身
成
仏
義
』
を
密
教
に
お

け
る
即
身
成
仏
思
想
の
出
発
点
と
見
る
べ
き
要
素
も
少
な
か
ら
ず
あ
る

と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

1

拙
稿

「安
然
の
教
学
に
お
け
る
空
海
」
(『天
台
学
報
』
三
七
)
参
照
。

2

仏
全
二

・
二
二
六
頁
上
。
尚
、
安
然
が
見
て
い
た

『
四
種
曼
茶
羅
義
』

は
、
『四
種
曼
茶
羅
義
』
と

『
四
種
曼
茶
羅
義
口
決
』
の
う
ち
、
後
者
に

二
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。

3

真
保
竜
倣

「四
種
曼
茶
羅
義
の
成
立
に
つ
い
て
」
(『印
仏
研
』

二
九
-

一
)
。

4

廿
二
日
と
翌

廿
三

日
の
太
政
官
符

を
並
記

し
論

じ
て

い
る
も
の
に
、
杲

宝

の

『
東
宝
記
』
巻
八

(『
続

々
群

書

類

従
』

一
二

・
一
五
〇
頁
下
～

二

五
三
頁
上
)
が
あ

る
。
廿

三
日

の
方

は
、
『
類
聚

三
代
格

』
巻
二
所
収
。

5

そ

の
、
議
論

の
発
端
と
な

っ
た

の
が
、
守
山
聖
真

『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る

弘
法
大

安

然
に
よ
る
空
海
撰

『
即
身
成
仏
義
』

の
受
容

に

つ
い
て

(大
久
保
)

師
伝
』

(八
五
五
頁
～
八
六

二
頁
)

で
あ
る
。

6

真
全

一
三
・
二
七
四
頁
下
～

二
七
五
頁
上
。

7

一
三
四
頁
～

一
三
七
頁
、
及
び

二
六

一
頁
～

二
六
四
頁
。

8

大
山
公
淳

「
即
身
成
仏
義

述

作

考
」
(
『密
教
研

究
』
七
〇
)
、

勝
又
俊

教

「
即
身
成
仏
義
を
め
ぐ
る
問
題
点
」

(『
宗
教

研
究
』
三

六
-

三
)

等
。

9

大
正
七
七

・
四
〇
二
頁
中
。
同
書

に
は

「此
是

身
密
、
其
数
無
量

。
如
三

即
身
義
中
釈
刃
此

身
密
則
実

相
也
。
」
(四
〇
二
頁
上
)
と
い
う
文

も
あ
る
。

10

大
正
七
五

・
四
三

一
頁
下
。

11

大
正
七
五

・
四
二
一

頁
中
。

12

大
正
七
五

・
四
七
二
頁
上
中
。

13

大
正
七
〇

・
二
八
頁
上
～
下
。

14

『
涅
槃
経
』
巻
三
九

(北
本
)
、

大
正

二
二

・
五
九

〇

頁

下
、

巻
三
五

(
南
本
)
、
同
八
三
八
頁
中
。

(略
抄
)
。

15

『
秘
蔵
記
』

(真
全
九

・
二
八
頁

上
)

に
は
、
「
凡
仏
者
、
捨
三
有
漏

五
蘊

等
身
ハ
有
三
無
漏

五
蘊
等
微
細
身

ご

と
あ

る
。

16

真
全

一
三
・
七
九
頁
上
下
。

17

大
正
五
八

・
二
頁
上
、

二
二
頁
下
。

18

大
正
七
八

・
三

七
頁
中
。

19

大
正
七

七

・
三

八

二
頁

下
。

20

大
正

一
八

二

一

頁

上
。

21

真
全

一
三
・
九

五
頁

下
。

22

続
真
全

二
七

・
四
九
頁

下
。
尚
、
現
行
の

『
八
家
秘
録
』

に
は
、
円
覚

(宗

叡
)

を
請
来

者
と
す
る
記
載

は
な

い
。

23

真
全

一
三

・
二
八
六
頁
上
～

二
八
七
頁
上
。

〈
キ

ー
ワ
ー
ド
〉

安
然
、
空
海
、
『
即
身
成
仏
義
』
(
早
稲
田
大
学
助

教
授
)
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